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周辺地盤への影響が少なく安全・
確実な工法です。

狭隘な施工ヤードに柔軟に対応
できる都市型工法です。

路下・上空制限にも対応できます。

ビルトリング方式による構築で、
機動性に優れています。

■アーバンリング工法の特長

■施工概念図

アーバンリング

井　戸 地下駐輪場

アーバンリング

既設柱状体基礎

橋脚

フーチング

基礎

橋脚補強

アーバンリング

アーバンリング
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アーバンリング アーバンリング

入出庫ブース

立　坑

橋梁下部工

人　孔

橋脚補強

適用例
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■アーバンリング工法とは・・・

都市型圧入ケーソン工法

　都市域の厳しい施工環境に向けて開発した都市型圧入ケーソン
工法です。アーバンリング （分割組立型土留壁）を用いたシステム
工法で、多目的に対応できます。
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＜中間ポンプ室＞
●φ6.4m
●沈設長48.6m
●シールド横坑接続
●狭隘空間
　9×16×13Hm

発注者：
帝都高速度交通営団

＜集水井＞
●φ5.7m
●沈設長24.5m
●先行削孔工あり

発注者：
岩手県久慈市

＜仮締切＞
●橋脚補強　●橋脚撤去

＜発進立坑＞
●φ7.1m
●沈設長71.1m
●拡縮自在掘削システム

発注者：
横浜市環境創造局
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5. 狭隘施工例

7. RC施工例 8. 止水壁施工例

6. 硬質地盤施工例
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＜到達立坑＞
●φ4.8m
●沈設長20.4m
●ヤード幅員6.0m

発注者：
東京都下水道局

＜発進立坑＞
●φ6.2m
●沈設長64.9m
●先行削孔工あり

発注者：
横浜市下水道局

＜発進立坑＞
●φ11.6m
●沈設長29.2m
●先行削孔工あり

発注者：
東京ガス株式会社

＜到達立坑＞
●φ6.0m
●沈設長24.2m
●路下高さ5.5Hm
●路面覆工

発注者：
千葉県船橋市
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内足場 アーバンリング or 掘削機 発電機制御ハウス

 油圧ユニットコンテナダンプ or 資材搬入車両 クローラクレーン
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1. 標準施工例

■アーバンリング工法の施工例
2. 路下施工例

3. 大深度施工例 4. 大口径施工例

φ60
08



87

■アーバンリング工法の適用例
地下機械式駐輪場

■仕様（例）
自転車収容台数　 108台（6段）～252台（14段）　標準18台／段

対象自転車　 20～28インチ　 特殊な形状のものは入庫不可

操作方法 カード操作による自動入出庫

　　　　　　　 地上部（入庫ブース）／開口：約1.7m　奥行：約3.0m　高さ：約2.0m
本体有効寸法　

 地下部／内径：φ6.9m　深さ：約10～20m

入出庫時間　 約18秒（10段） 　入庫操作は数秒。連続入庫可。

内部構造

施工例：江戸川区φ6,900

φ7,500

■アーバンリング工法の周辺技術

開口部技術（FFU付開口部）

■特長
・ 鏡切りを必要としないので、安全にシールド発進・到達を行うことができます。
・ 地盤改良を低減※できるので、工事費の低減、環境負荷軽減、工期短縮が図れます。
　※発進用の場合、切削反力の確保が必要です。
　　到達用の場合、カッターヘッド周囲の地盤取り込み防止が必要です。
　　詳しくはSEW工法設計・施工マニュアルを参照願います。

　FFU付開口部は開口リング内にFFU（Fiber reinforced Foamed Urethane）を組み込んだユニット
で立坑構築した後、直接シールド機がFFUを切削して発進・到達を行うシステムです。

開口部技術（アーバンゲートの例）

■特長
・ 鏡切りを必要としないで、安全にシールド発進・到達を
    行うことができます。
・ 地盤改良を必要としないので、工事費低減、環境負荷
    軽減が図れます。
・ 高水圧下でも安全な施工が可能です。

施工例 ：φ4.0m （東京都）

施工例 ：φ12.1m （品川区）

　アーバンゲートはシールド発進・到達用開口を組み込んだアーバンゲートユニットをアーバンリングに
組み込んで立坑を築造した後、ユニット前面にエントランスを設置し、ゲートを引き上げることにより、
シールド発進・到達を行うシステムです。

アーバンゲートによる発進手順

アーバンゲート沈設
立坑完成

エントランス設置
マシン据付

発進準備 ゲート引上
シールド発進

FFU（切削部）

推力補強部（背面：FFU）

接合部

梁部

補強リング

補強リング
梁部

接合部

日本建築センター 評価書番号／BCJ評定-FD0427-01 
｢RCアーバンリング地下駐輪場の設計法｣が建築基準法施工令第138条に規定する工作物と認定されました。
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内　径
（mm）

土層
スキンプレート
内　径
（mm）

スキンプレート
厚

（mm）

主桁寸法
板厚　×　本数
（mm）　（本）

分割数
（等分割）
（ピース）

縦リブL形
（t／Ring）

縦リブ I形
（t／Ring）

参考質量
外　径
（mm）

桁　高
（mm）

深度20m
砂質土層

深度40m
粘性土層

※内径範囲3,000～15,000mmの仕様を示します。
※土質、深度等により仕様が変わります。
※アーバンリング幅の標準は1,000mmと1,200mmです。
※この表の径に限らず、実際の必要径
　（中間サイズ、3,000mm未満、15,000mm以上）
　について設計・製作します。
※製作には3ヶ月程度の期間を必要とします。

内径

■アーバンリング仕様（例：アーバンリング幅 1,000mm）

■構成図

継手板

桁高

スキンプレート

スキンプレート厚
主桁板厚

縦リブ

主 桁

外 
径内 

径

ア
ー
バ
ン
リ
ン
グ
幅

外径
DV

外径DH

桁高

※製作には1ヶ月程度+養生の期間を必要とします。

 3,000 3,300 3,308 150 4 12　×　 2 5 0.926 1.022

 3,500 3,800 3,808 150 4 12　×　 2 5 1.076 1.202

 4,000 4,300 4,308 150 4 12　×　 2 5 1.169 1.295

 4,500 4,800 4,808 150 4 12　×　 2 5 1.307 1.459

 5,000 5,300 5,312 150 6 14　×　 2 5 1.551 1.727

 5,500 5,850 5,862 175 6 14　×　 2 6 1.751 1.975

 6,000 6,350 6,362 175 6 16　×　 2 6 2.204 2.463

 6,500 6,900 6,912 200 6 14　×　 2 7 2.500 2.870

 7,000 7,400 7,412 200 6 19　×　 2 7 3.345 3.746

 7,500 7,900 7,912 200 6 16　×　 2 8 3.445 4.000

 8,000 8,450 8,462 225 6 19　×　 2 8 4.094 4.737

 8,500 8,950 8,962 225 6 19　×　 2 9 4.871 5.594

 9,000 9,500 9,512 225 6 19　×　 2 9 5.454 6.272

 9,500 10,000 10,012 250 6 22　×　 2 10 6.146 6.921

 10,000 10,500 10,512 250 6 19　×　 2 10 6.496 7.947

 10,500 11,050 11,062 275 6 22　×　 2 11 7.260 8.702

 11,000 11,550 11,562 275 6 22　×　 2 11 8.475 10.026

 11,500 12,100 12,112 300 6 22　×　 2 12 8.710 10.261

 12,000 12,650 12,662 325 6 22　×　 2 12 10.047 11.702

 13,000 13,700 13,712 350 6 22　×　 2 13 11.693 13.011

 14,000 14,750 14,762 375 6 22　×　 2 14 12.949 14.377

 15,000 15,800 15,812 400 6 22　×　 2 15 14.266 15.804

 3,000 3,300 3,308 150 4 12　×　 2 5 1.074 1.175

 3,500 3,800 3,808 150 4 12　×　 2 5 1.271 1.403

 4,000 4,300 4,308 150 4 12　×　 3 5 1.448 1.579

 4,500 4,800 4,808 150 4 12　×　 3 5 1.730 1.887

 5,000 5,300 5,312 150 6 12　×　 3 5 2.193 2.376

 5,500 5,800 5,812 150 6 14　×　 3 6 2.524 2.710

 6,000 6,350 6,362 175 6 14　×　 3 6 2.957 3.083

 6,500 6,850 6,862 175 6 16　×　 3 7 3.362 3.488

 7,000 7,400 7,412 200 6 14　×　 3 7 3.695 3.947

 7,500 7,900 7,912 200 6 19　×　 3 8 4.565 4.809

 8,000 8,450 8,462 225 6 16　×　 3 8 4.804 5.252

 8,500 8,950 8,962 225 6 19　×　 3 9 5.692 6.191

 9,000 9,500 9,512 250 6 19　×　 3 9 6.419 6.988

 9,500 10,000 10,012 250 6 22　×　 3 10 7.318 7.855

 10,000 10,550 10,562 275 6 19　×　 3 10 7.665 8.375

 10,500 11,050 11,062 275 6 22　×　 3 11 8.686 9.389

 11,000 11,600 11,612 300 6 19　×　 3 11 9.209 9.884

 11,500 12,100 12,112 300 6 22　×　 3 12 10.394 11.063

 12,000 12,650 12,662 325 6 22　×　 3 12 11.921 12.536

 13,000 13,700 13,712 350 6 25　×　 3 13 13.876 14.086

 14,000 14,750 14,762 375 6 25　×　 3 14 16.823 17.061

 15,000 15,800 15,812 400 6 28　×　 3 15 20.216 20.482

■アーバンリング工法の周辺技術
掘削技術（拡縮自在掘削システムの例）

■特長
・ 軟岩・中硬岩（～60N/ｍm2）の掘削が可能です。
・ 拡縮自在で必要な時に投入・撤去が可能です。　
・ 安定しない普通土は、刃口を先行圧入させた状態での掘削（縮径）が
　 可能です。
・ 二断面掘削（縮径、拡径）により、小さいトルクで硬質地盤を掘削し
　 ます。
・ 可動翼による土砂の強制取り込みが可能です。
・ 固定翼、拡大固定翼、可動翼の組み合わせにより、幅広い径に対応が
　 可能です。
・ 傾斜地盤においても鉛直度の確保が可能です。

施工例 ：φ7.1m （横浜市）

　拡縮自在掘削システムは、硬質地盤をアーバンリング下端に配置した拡縮自在な掘削機により、掘削した
土砂をケーシング内部に取り込み、ハンマグラブ（油圧グラブ）等で排土するシステムです。

可動翼

固定翼

アーバンリング

土砂取り込み口

ケーシング

■施工概要図　

ケーシング

排土バケット
全旋回

圧入沈設装置

内足場

可動翼
固定翼

アーバンリング

拡縮自在掘削機

アーバンライナー工法
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■アーバンライナー仕様
内　径
（mm）

外　径（mm）

DH DV

桁　高
（mm）

幅
（mm）

重量
（t/Ring）

350 1,250

施工例：内径5.0m（岩手県） ワンパス継手
（オス）

シール溝

注入用縦配管

ワンパス継手
（メス）

継手
可変
部

固定部

■特長
圧倒的短工期
・ 可変型枠を使用するため、工場での製作工期が短くなります。
・ 急速施工のアーバンリングと同じ施工方法を採用しました。
・ リング間継手にワンパス継手を使用し、さらに施工が簡単で
　 早く安全な工事を実現しました。
・ 本体構造で二次覆工不要です。
高い精度
・ 工場製品のRC構造により、良好な寸法精度を得られます。
・ 姿勢制御システムを用いた圧入技術により、高い沈設精度を
　 実現しています。

　工場製作された分割組立型土留壁を
用いた圧入ケーソン工法です。
（適用範囲：内径φ4～8ｍ、ピッチ0.5ｍ）

可変型枠：内径に応じて可変部の型枠のみ調整します。


